
野菜情報 2026.476

１　はじめに

中国は、日本の輸入野菜（注１）の56％
（2024年、数量ベース）を占める最大の
輸入先であり、同国の生産動向は、わが国
の野菜需給に大きく影響を与える。

本誌では、日本の生産者から流通関係企
業、消費者まで幅広く関心が高い品目を対
象に、2020年９月号から中国の野菜生産
と消費および輸出について最新の動向を報
告している。本稿では、22年７月号で取
り上げた「しょうが」（注２）について、その
後の情勢を報告する。
24年の日本の生鮮等しょうが供給量

（国内収穫量＋輸入量〈生鮮、塩蔵等およ
び酢調製品の計〉）は８万3704トンであ
り、うち輸入量は４万2804トンである（供
給量に占める輸入の割合は51.1％）。輸入
しょうがは、国産品よりも価格優位性が高
く、加工・業務用を中心に仕向けられてお
り、類別・輸入先別に見ると、生鮮の

96％、塩蔵等の37％、酢調製の98％が
中国である（図１）。

（注１）�輸入野菜は、生鮮野菜、冷凍野菜、塩蔵等野菜、
乾燥野菜、酢調製野菜、トマト加工品、その他
調製野菜およびその他の野菜を指す。

（注２）�『野菜情報』2022年７月号「中国産野菜の生産
と消費および輸出の動向（第７回：しょうが）」
（https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/
kaigaijoho/2207_kaigaijoho1.html）をご参
照ください。

本稿では、中国の代表的なしょうが生産
地である山

さんとう

東省での聞き取りを中心とした
調査結果について、統計データと併せて報
告する。
なお、本稿中の為替レートは、１中国元＝
23.01円（三菱UFJリサーチ&コンサル
ティング株式会社「月末・月央平均為替相
場」の26年２月末日TTS相場）を使用し
た。

中国国内の需要動向により輸出量が左右される中国産しょうが

沿海部の山東省や南西部の雲南省が生産の中心である中国産しょうがは、国内価格によ
り作付面積や生産量が変動する傾向にある。
中国産しょうがの仕向け先は８割以上が国内向けで、輸出向けは２割以下である。輸出
先は欧米、中東、東南アジアが中心であり、その９割以上が生鮮品で、日本向けに多い付
加価値の高い酢調製品などの加工品比率は少ない。2023年は輸出価格の高騰により、東
南アジアでは中国産より安価なインド産やタイ産などへの置き換えが見られた。
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２　日本のしょうがの需給動向

（１）生産状況
日本のしょうが生産の状況を見ると、高
齢化の進行に加え、根茎腐敗病や青枯病な
どの難防除病害の発生により、作付面積は
2021年以降減少傾向にあり、24年産（４
月～翌３月）は1550ヘクタール（前年比
4.3％減）とやや減少した。収穫量は、定
植準備期の連続した降雨による圃

ほじょう

場準備遅
れにより定植が３週間程度遅れたこと加
え、生育期の高温・干ばつの影響などから
不作傾向となり、４万900ト ン（同

10.3％減）とかなりの程度減少した（図
２）。
しょうがは、生育適温が25 ～ 30度と
高く、比較的多湿条件を好むため、国内の
主産地は温暖な高知県が中心となっており
（図３）、根塊が大きく辛みがマイルドな大
しょうがの「土佐一（土佐１号）」などが
生産されている。国内では大しょうが以外
にも、辛みが強い中型の中しょうが、葉しょ
うがなどの小型の小しょうがも生産されて
いる。また、収穫してすぐ出荷される「新
しょうが」と貯蔵してから出荷される「ひ
ねしょうが」がある（表１）。

図１　日本における種別・輸入先別しょうが輸入量（2024年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
注 ：HSコード0910.10-221 0910.10-231 0910.11-000 0910.11-291

中国

1万4517トン

（96％）

タイ

552トン

（3.6％）

その他59

トン

（0.4％）

【生鮮しょうが】

総輸入量

1万5127トン

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
注 ：HSコード0910.10-100 0910.12-100 0910.11-100 0910.11-000 0910.12-000
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注 ：HSコード2001.90-250
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図２　日本のしょうがの作付面積、収穫量、単収の推移

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
注　：年産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。
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図３　都道府県別のしょうが収穫量（2024年産）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」）
注：年産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。

表１　日本のしょうがの栽培暦
●植え付け、▲収穫

栽培方法
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

露地栽培
（ひねしょうが） ● ● ▲ ▲

ハウス栽培
（新しょうが）

● ●
▲ ▲

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」
注　：代表的な産地の栽培暦例。
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日本では、２～３世紀頃に中国から伝来
して奈良時代から栽培が始まったとされて
いる。現在は、強い香りと辛みのある大しょ
うがのひねしょうがから、爽やかな辛みと
香りの新しょうがや葉しょうがまで、用途
に合わせてさまざまな料理で利用されてお
り、加工・業務用として外食や加工品など
のほか、漢方薬原料としても多く活用され
ている。香辛料はもちろん、ジンジャーエー
ルなどの飲料需要が安定していることに加
え、冬季は冷え性やかぜ予防などにも用い
られることから需要が高いものの、近年は
作付面積、生産量ともに緩やかな減少傾向
にある。

（２）輸入動向
2024年のしょうが輸入量のうち、生鮮
は１万5127トン（前年比14.4％増）と
かなり大きく増加し、塩蔵等は１万1000
トン（同23.6％減）と大幅に減少し、酢
調製は１万6677トン（同1.3％増）とわ
ずかに増加した（図４- １～３）。生鮮お
よび酢調製の増加要因は、１）国産品が定
植期前後の天候不順や生育期の高温・干ば
つなどの影響により市場入荷量が減少した
こと、２）輸入先である中国の内需拡大に
加え、為替相場の影響による価格高により
23年は輸入量が大幅に減少したが、24年
は中国の豊作傾向で価格が一服したこと－
などが挙げられる。塩蔵等の減少要因は、
23年産の不作傾向を受け、タイおよび中
国とも香辛料製造業者などの実需者からの
引き合いが強まったことで価格が上昇し、
原料確保が難しかったことが挙げられる。

図４-１　日本のしょうが（生鮮）輸入先別輸入量の推移（2015～24年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード0910.10-221、0910.10-231、0910.11-000、0910.11-291
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（３）平均取引価格
東京都中央卸売市場におけるしょうがの
平均取引価格を見ると、国内産は１キログ
ラム当たり700円前後で推移している（図

５）。新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）が感染拡大した2020年は、健康意識
が高まり、しょうがに含まれるジンゲロー
ル（注３）の効果にも着目されるなど家計消費

図４-２　日本のしょうが（塩蔵等）輸入先別輸入量の推移（2015～24年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード0910.10-100、0910.12-100、0910.11-100、0910.11-000、0910.12-000
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図４-３　日本のしょうが（酢調製）輸入先別輸入量の推移（2015～24年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード2001.90-250
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を中心に需要が増加した。しかし、輸入品
の増加に加え、不作傾向だった19年まで
と一転して国産品も比較的安定入荷となっ
たことから、平均価格は同769円（前年比
1.7％安）と前年をわずかに下回った。21
年以降は、ひねしょうがの前年在庫が多い
中、作付面積および生産量が安定したこと
な ど か ら、22年 は 同647円（ 前 年 比
14.3％安）と前年をかなり大きく下回っ
た。24年は、定植期前後の天候不順や生
育期の高温・干ばつなどの影響により市場
入荷量が減少したことで、同728円（前年
比11.1％高）と再び700円台に回復した。

（注３）�しょうがの辛み成分。強い殺菌効果を持つとと
もに、自己免疫疾患や炎症性疾患、血栓症への
効果が期待される。

輸入品に目を向けると、国内産が同700
円前後で推移しているのに対し、中国産は
同400円前後と国内産に比べ４割安程度
で推移している。同市場では周年で中国産
が入荷され、国産品が安値となった22年
は同300円台の水準となったものの、23
年以降は不作傾向に加え、為替相場の影響

による価格高のため同500円台となって
いる。なお、加工・業務用が主体の輸入しょ
うがは、ほとんどが市場外流通となってお
り、市場入荷されるものは少ない。

３　中国のしょうが生産の動向

（１）中国の主産地と生産概況
東南アジア原産のしょうがは世界的にも
生産国が限られ、南アジアを含むアジア圏
で全収穫量の７割以上を占めており、中で
も中国はインドに次ぐ主産国である。
中国では、しょうが産地は沿海部や南西
部に分布しており、2023年の作付面積は
約34万ヘクタールとされる。主産地は沿
海部の山東省、南西部の雲

うんなん

南省、湖
こ な ん

南省、
貴
きしゅう

州省などがあり、最大の産地は山東省で
中国国内作付面積の３割、同生産量の４割
を占め、次いで雲南省となっている（表２、
図６）。山東省の主産地は済

さいなん

南市
し

萊
らい

蕪
ぶ

区、
沿岸部の濰

い ぼ う

坊市、青
ちん

島
たお

市、日
にっしょう

照市、雲南省
の主産地は標高の高い雲南高原に位置する
曲
きょく

靖
せい

市、文
ぶん

山
さん

壮
そうぞく

族苗
みゃおぞく

族自治州などがある。
山東省の生産状況を見ると、23年の作

図５　しょうがの平均取引価格（東京都中央卸売市場）の推移（2020～24年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場｢市場月報｣）
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付面積は全国の３割を占める10万4000
ヘクタール（前年比11.8％増）となって
いる（表３）。中国国内の内需拡大や、海
外からの需要増加を背景に価格が上昇して
きたことで多くの生産者が作付けしたた
め、21年は作付面積が13万4000ヘクター
ルに増加した。しかし、供給過多により
22年は一転して大幅に減少したものの、

22年産が不作で前年在庫が品薄になった
ことなどから価格が回復し、23年の作付
面積は前年をかなり大きく上回った。単収
は、10アール当たり５トン前後で推移し
ており、栽培管理技術の改善や天候に恵ま
れたこともあり、23年は前年を大幅に上
回る同5.6トン（同19.1％増）となった。
雲南省の生産状況を見ると、23年の作

表２　中国のしょうが作付面積および収穫量（2023年）

産地 作付面積
（万ヘクタール）

作付面積全体
に占める割合

収穫量
（万トン）

国内収穫量に
占める割合

山東省 10.4 30.6% 582 40.3%
雲南省 7.4 21.8% 291 20.1%
湖南省 3.7 11.0% 138 9.6%
貴州省 2.9 8.6% 114 7.9%
その他 9.5 28.0% 320 22.1%
合計 34.0 100.0% 1,445 100.0%

資料：中国農業農村部および企業への聞き取りにより機構作成
注　：合計は四捨五入計算により一致しないものがある。

図６　中国のしょうが主産地と山東省および雲南省内のしょうが産地

沿岸部の主産地
南⻄部の主産地

資料：聞き取りにより機構作成
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付面積は全国の２割を占める７万4000ヘ
クタール（同21.3％増）となっており、
その増減要因は、山東省と同様となってい

る（表４）。単収は、10アール当たり４ト
ン以下で推移している。

（２�）主産地の栽培暦、栽培品種および栽
培コスト
ア　栽培暦
山東省のしょうが栽培は、露地栽培と施
設（ハウス）栽培があり、このうち露地栽
培の面積は全体の約90％以上を占める。
露地栽培の植え付けは日本よりも10日程
度早い３月下旬から開始し、収穫は日本よ
りも20日近く早く10月から開始する。早
期出荷を目的とする施設栽培は、露地栽培

よりも20日程度早い３月上旬から植え付
けを開始し、秋季も露地より高い気温を維
持できるため、収穫は９月中旬から11月
中旬までと長期にわたる（表５）。
山東省よりも温暖な雲南省は露地栽培が
主体で、植え付け時期は２月下旬から３月
下旬と山東省より早く、収穫は７月下旬か
ら11月下旬まで長期にわたり、10月が収
穫最盛期となる（表６）。

表３　山東省のしょうが作付面積、収穫量および単収の推移（2021～23年）

年 作付面積
（万ヘクタール）

収穫量
（万トン）

単収
（トン /10アール）

2021 13.4 700 5.2
22 9.3 436 4.7
23 10.4 582 5.6

資料：中国農業農村部および企業への聞き取りにより機構作成

表４　雲南省のしょうが作付面積、収穫量および単収の推移（2021～23年）

年 作付面積
（万ヘクタール）

収穫量
（万トン）

単収
（トン /10アール）

2021 7.6 259 3.4
22 6.1 235 3.9
23 7.4 291 3.9

資料：中国農業農村部および企業への聞き取りにより機構作成

表５　山東省のしょうが栽培暦
●植え付け、▲収穫

栽培方法
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

露地栽培 ● ● ▲ ▲
ハウス栽培 ● ● ▲ ▲

資料：関係者への聞き取りにより機構作成

表６　雲南省のしょうが栽培暦
●植え付け、▲収穫

栽培方法
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

露地栽培 ● ● ▲ ▲

資料：関係者への聞き取りにより機構作成



野菜情報 2026.484

イ　栽培品種
山東省の代表的な品種は、輸出向けしょ
うがの約３割を占める「萊

らい

蕪
ぶ

片
へんきょう

姜」である
（表７）。萊蕪片姜は同省済南市萊蕪区で
2000年以上栽培されてきた伝統的な大
しょうが品種であり、中国国内では生食、
調味料、酒類、健康食品原料のほか、漢方
薬原料としても多く利用されている。萊蕪
片姜は1985年に農業農村部品質製品賞を
受賞し、2008年に国家地理的表示認証商
標、17年に中国十大野菜ランドマークブ
ランドに指定されるなど、中国国内で高い

知名度がある。また、萊蕪片姜は近年、作
付けが増加している萊蕪大

だいきょう

姜とともに、国
内向けはもちろん、日本を含む各国に多く
輸出されている。
雲南省の代表的な品種は、小しょうがの

「雲南小
しょうおうきょう

黄姜」である。雲南小黄姜は、強
い香りに対して辛みが比較的弱いことから
煮込み料理やしょうが茶などで利用される
ほか、漢方薬原料としても利用されている。
雲南小黄姜は西南部などを中心に国内流通
するほか、ベトナム、タイ、韓国などへも
輸出されている。

ウ　栽培コスト
2024年の山東省の10アール当たり栽
培コストを見ると、最もコスト比率が高い
のは人件費、次いで種苗費となっている
（表８）。21年と比較して24年のコストは、
種苗費が20％、肥料費が15％、人件費が
11％上昇しており、栽培コスト全体で

13％上昇しており、これらのコストが上
昇した要因は、１）種苗費は生産者の栽培
意欲増加による種しょうがの需要増加、２）
肥料費はエネルギー価格の上昇や地域紛争
など世界情勢の変化、３）人件費は若年層
の農外流出による労働力不足－などが挙げ
られる。

表７　中国の主な産地別しょうが品種
産地 代表的な品種 特徴

山東省

萊蕪片姜
（らいぶへんきょう）

山東省など沿海部の主要品種で、代表的な輸出向け品種。根茎は黄
色い皮と黄色い肉質を持ち、しょうが球の数が比較的多く、節間が
短い。柔らかく辛みが強い。
草勢強く、草丈は70～80センチメートルで、10アール当たり単収
は 3.8 ～ 5.3 トン程度。

萊蕪大姜
（らいぶだいきょう）

近年作付けが増加している山東省など沿海部の主要品種で、輸出に
も仕向けられる。根茎が太く、節が小さくまばらで、外見が美しく、
辛みと味が強い。
草勢強く、草丈は90センチメートル程度で、10アール当たり単収
は4.5トン程度。

昌邑大姜
（しょうゆうだいきょう）

中国国内では代表的なブランドしょうがとして認知されている。外
皮は黄金色で、薄くて塊が大きく、大きさが均一で、表皮がきれい
で感想やしわがない。柔らかく辛さは適度で香りが強い。
草勢強く、草丈は80～100センチメートルで、10アール当たり単収
は7.5トン程度も可能。

青州小黄姜
（せいしゅうしょうおうきょう）

しょうがの塊は小ぶりで仏手の形をしており、色が白くて鮮やかで
みずみずしく、香りが良く辛みが少ない。
草丈は50～100センチメートルで、10アール当たり単収は6.7トン
程度。

雲南省 雲南小黄姜
（うんなんしょうおうきょう）

しょうがの片は黄金色で、外皮が比較的薄く、模様がはっきりして
おり、強い香りに対して辛みが比較的弱い。
草丈は60～90センチメートルで、10アール当たり単収は3トン程度。

資料：関係者の聞き取りにより機構作成
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山東省と日本の主産地の栽培コストを比
較すると、最も比率の高い山東省の人件費
は、上昇しているとはいえ日本の３割程度
のため、全体のコストも山東省は日本の４

割程度である。
雲南省も山東省と同様の傾向となってい
るが、山東省よりも賃金水準が低い分、栽
培コストは低い（表９）。

（３）機械化や栽培技術の進展状況
中小規模の家族経営生産者は、資金力に
乏しく機械化が進んでおらず、狭小かつ条
件不利地での栽培を行っている事例が多
い。一方、大規模栽培で「輸出基地」と呼
ばれる大規模圃場で輸出向け栽培を行う農
業企業は、高い資金力を背景に、優良農地
の集約化による輸出基地設置や雇用労働力
の確保、機械化を進めてきた。

特に機械化などは山東省の農業企業で進
んでおり、最近は深耕、畝

うね

立て、施肥、植
え付け、覆土鎮圧およびかん水チューブ設
置を同時に行える多機能植え付け機が
2023年10月に同省安

あんきゅう

丘市で実装されて
いる。同機の植え付けの作業能力は１日当
たり1.6ヘクタールとされている。また、
掘り取り、泥の除去、トリミング、箱詰め
などが一貫処理できるとしている。これに

表８　10アール当たりのしょうが栽培コスト（山東省）

項目 2021 年 24年 （参考）日本の主産地
人民元 円 コスト比率 人民元 円 コスト比率 円 コスト比率

土地代 1,079 24,828 8.3% 1,154 26,554 7.9% - -
種苗費 3,808 87,622 29.4% 4,573 105,225 31.3% 130,000 17.1%
肥料 1,094 25,173 8.5% 1,259 28,970 8.6% 42,720 5.6%
農薬 82 1,887 0.6% 90 2,071 0.6% 70,800 9.3%
灌漑 90 2,071 0.7% 90 2,071 0.6% - -
機械 1,034 23,792 8.0% 1,094 25,173 7.5% 63,317 8.3%
人件費 5,262 121,079 40.6% 5,832 134,194 39.9% 422,175 55.6%
その他 495 11,390 3.9% 525 12,080 3.6% 29,850 3.9%
合計 12,946 297,887 100.0% 14,618 336,360 100.0% 758,862 100.0%
資料：�中国の栽培コストは関係者の聞き取りにより機構作成、日本の栽培コストは熊本県農林水産部農業技術課「熊本県農業経営指標（2020

年３月）」
注１：小数点以下により合計は一致しないものがある。
注２：日本の主産地の栽培コストは、自作地での栽培で販売費を除く生産費を計上。
注３：日本の主産地の栽培コストの「機械」には、修繕費および農機具の減価償却費を含む。
注４：日本の主産地の栽培コストの「人件費」は、雇用労働力ではなく家族労働見積額。

表９　10アール当たりのしょうが栽培コスト（雲南省）

項目 2021 年 24年 （参考）日本の主産地
人民元 円 コスト比率 人民元 円 コスト比率 円 コスト比率

土地代 1,019 23,447 8.3% 1,109 25,518 8.1% - -
種苗費 3,658 84,171 29.8% 4,288 98,667 31.2% 130,000 17.1%
肥料 1,004 23,102 8.2% 1,124 25,863 8.2% 42,720 5.6%
農薬 82 1,887 0.7% 90 2,071 0.7% 70,800 9.3%
灌漑 75 1,726 0.6% 75 1,726 0.5% - -
機械 870 20,019 7.1% 915 21,054 6.7% 63,317 8.3%
人件費 5,082 116,937 41.4% 5,622 129,362 40.9% 422,175 55.6%
その他 480 11,045 3.9% 510 11,735 3.7% 29,850 3.9%
合計 12,271 282,356 100.0% 13,733 315,996 100.0% 758,862 100.0%
資料：�中国の栽培コストは関係者の聞き取りにより機構作成、日本の栽培コストは熊本県農林水産部農業技術課「熊本県農業経営指標（2020

年３月）」
注１：小数点以下により合計は一致しないものがある。
注２：日本の主産地の栽培コストは、自作地での栽培で販売費を除く生産費を計上。
注３：日本の主産地の栽培コストの「機械」には、修繕費および農機具の減価償却費を含む。
注４：日本の主産地の栽培コストの「人件費」は、雇用労働力ではなく家族労働見積額。
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より、慣行の収穫および調製作業に比べ、
作業効率は著しく向上するとされている。
これら機械の実用化と普及により、農業企
業のさらなる生産能力向上が期待されてい
る。

（４）産地による物流効率化の動き
産地が主体となり、選別、流通効率化や
高付加価値化を進める動きも見られる。雲
南省曲靖市の羅

るぉ

平
ぴん

県では、県内の小黄姜関
連産業発展を目的に2024年10月、「羅平
小黄姜デジタル経済工業団地」（以下「デ
ジタル団地」という）を開設した。デジタ
ル団地は、小黄姜を含む同県産農産物の川
上から川下までの産業チェーン指導ととも
に、産業デジタル技術を活用した同県農業
および経済発展支援を目的としている。ま
た、デジタル団地では、コールドチェーン
の確立による物流高度化のため、「羅平県
農産物コールドチェーン物流プロジェク
ト」を進めており、デジタル団地内にイン
テリジェント技術（注４）を活用した自動温度
管理などができる低温倉庫を設置した。
デジタル団地では今後、さらなる物流の
高度化として電子商取引による国内外実需
者の開拓、取引の活発化も目指している。

（注４）AI（人工知能）、ビッグデータ解析などのスマー
ト技術を活用した問題解決、環境適応のための技
術。

（５）しょうが栽培における課題
ア　作業者の確保と上昇する人件費
これまで、中国のしょうが栽培では安価
な労働力を集中投下してきたが、近年は若
者の農外流出などによる農村労働力不足
や、内陸部からの出稼ぎ労働者が他産業に
就業してしまうことなどから、農業企業な

どでは労働力確保が課題となっている。労
働力を確保できても、年々上昇する他産業
並みの賃金を労働者に支給できないと離職
を招くことから、今後も人件費の上昇によ
る生産コストの押し上げと収益性の低下が
懸念される。
しょうが栽培は、収穫などで労働力を多
く必要としており、収穫機など機械化の遅
れが労働環境改善や人件費削減を難しくし
ているため、特に山間部などの条件不利地
で栽培される雲南省では、小型収穫機の導
入や圃場への運搬などの難しさが顕著な問
題となっている。

イ�　産地で均一化が図られていない栽培
技術
農業企業や「品目合作社」（注５）などは、

高い栽培知識を有するフィールドマンによ
る営農指導の徹底と、比較的高い機械化比
率により高い栽培技術を有している（写真
１）。しかし、国内向けで家族経営中心の
中小規模生産者は、営農指導や栽培技術に
関する情報の入手が困難で、生産者の熟練
度などにより栽培、選別技術に大きな差が
あることから、同一産地でも品質格差が生
じる。中国国内の量販店などでは日本同様
産地表示をして販売しているところが多い
ため、産地ブランド確立においては、産地
の栽培技術、品質の均一化が課題となって
いる。

（注５）品目別の協同組合組織で、日本の専門農協に当
たる。
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４　中国国内での販売状況

（１）需要が大きく左右される国内価格
中国国内で生鮮しょうがは、産地商人や
品目合作社から、農産物市場などを経由し
て量販店や青果店で販売されているが、近
年はこの商流以外に電子商取引によるイン
ターネット販売も始まった。
国内価格を見ると、2020年後半から需
要の伸長により生産量が増加してきたこと
で既存生産者の作付け意欲が向上し、新規
作付け者も増加したため生産量が増加し、
21年は前年比22.7％安の１キログラム当

たり6.6元（152円）と値下がりした。同
年の値下がり要因は生産量の増加ととも
に、COVID-19による移動制限で外食需要
が激減したことにより、供給が需要を大幅
に上回ったためとされる。23年はCOVID-
19の収束で消費活動が回復して需要が増
加したが、22年の安値で生産者の作付け
意欲が低下したことに加え、天候不順によ
る不作傾向で供給不足になり、価格は同比
25.5％増の同6.4元（147円）となった
（図７）。
露地野菜は規模拡大や新規参入、転作な
どによる撤退が比較的容易であり、中国で

写真１　高い栽培、選別技術を持つ農業企業主体のしょうが栽培
（左上から、かん水チューブを設置した圃場の様子、土寄せが徹底された畝、集中的
に労働力を投下して収穫したしょうが、最適な環境で保管される出荷前のしょうが）
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は前年の需要や価格で作付面積が大きく変
動するため、日本よりも価格変動が大きい
傾向にある。

（２）生鮮品向けが多い国内消費
中国のしょうがの2024年の仕向け先を

見ると、ロス分12.9％を除いた81.5％が国
内消費に仕向けられ、輸出向けは全体の
5.6％と少ない（図８）。国内消費の内訳を
見ると、72.9％が生鮮品向けで、加工品向
けは９.２％に過ぎない。中国でしょうがは、
生鮮品を家庭や飲食店などで刻んだりすり
下ろしたりして調味料として多く活用され、
加工品向けは粉末やしょうが茶などに利用
される。
生鮮品は地域によって、北部では辛みの
強い大しょうが、南部では辛みが強くない
小しょうがが好まれる傾向にある。これは、
地域内で多く栽培、流通していることで入
手しやすいことが理由として挙げられる。
加工品向けは前述のほか、最近は健康志
向の高まりによりしょうが油やしょうが
飴、しょうが紅茶などの商品も出てきてお

り、仕向け比率は低いものの今後の増加が
期待されている。

（３�）地域ブランド力を高めるためのGAP
認証取得
中国の野菜産地ではブランド力を高める
ため、GAP（適正農業規範）などの認証
を取得する動きが見られる。中国において
GAP認証の取得率は高くないものの、前
述の地域ブランドしょうがである山東省の
萊蕪片姜や萊蕪大姜などの萊蕪しょうがを
見ると、一部産地の生産企業などが中国版
GAP認証を取得している。また、中国で
はGAP以外に、製品の品質、品種および
ブランドに関する統一基準として「三品一
標」認証があり、萊蕪しょうがは同認証を
取得したものが多い。同認証は、農産物の
品質を保証し、安全性を担保するものとし
て認知されており、萊蕪しょうがは国内市
場での高い認知度および競争力を持ったブ
ランドしょうがとして、実需者や消費者か
らの高い支持を得ている。

図７　国内販売量および平均価格の推移（2021～23年）

資料：中国農業農村部への聞き取りにより機構作成
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５　しょうがの輸出・加工状況

（１）減少した輸出量
中国は、世界上位のしょうが生産国であ
ると同時に消費国でもあることから、供給
量に占める輸出量は数％程度に過ぎず、
2022年までは40万トン台で推移してき
た（表10）。
23年は、22年が国内価格安による作付
面積減と栽培期間中の天候不順などの影響
で生産量が減少したことに加え、国内価格
上昇で輸出基地の輸出仕向け量が減少した
ため、前年比31％減の29万トンと大幅に
減少した（図９）。
さらに、紅海など海運をめぐる国際情勢
の悪化による輸送コストの増加、船便遅延
なども農業企業や輸出企業の輸出意欲を減

退させた。

（２）米国や中東向けが主体の輸出先
中国産しょうがの主な輸出先を見ると、
世界的な主要しょうが輸入国である米国や
アラブ首長国連邦（UAE）が主体で、上
位５カ国で輸出量全体の過半を占めている
（表11）。
しょうがは世界的に食品、飲料、医薬品
などに幅広く活用されており、近年は先進
国を中心にしょうが独特の風味や期待され
る健康効果などを前面に押し出した飲料、
酒類、サプリメントなどが上市され、需要
が拡大している。また、根強いアジア料理
人気から調味料や香辛料としての利用も多
い。
中国のしょうが輸出先のうち米国、オラ

表10　中国のしょうが需給状況（2021～23 年）
（単位：万トン）

項目 2021年 22年 23年
供給量 1,706 1,271 1,606
期首在庫量 145 138 161
生産量 1,561 1,133 1,445

需要量 1,568 1,110 1,471
国内販売量 1,522 1,068 1,442
輸出量 46 42 29

期末在庫量 138 161 135
資料：中国農業農村部および企業への聞き取りにより機構作成

図８　中国のしょうが消費構造（2024年）

資料：関係者への聞き取りにより機構作成
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ンダなどの欧米では、生鮮品はもちろん、
菓子、飲料などの食品のほか、医薬品など
での利用が多いことから、乾燥品などの加
工品輸出も見られ、中東や東南アジアでは
家庭料理などの利用も多いため、生鮮品輸
出がほとんどである。
日本向けは、加工品である酢調製品が多
い。日本の実需者は、生鮮品および加工品
ともに他の輸出先よりも高い鮮度や品質を
求めており、中国の農業企業などは日本側
の基準に合わせた生鮮品および加工品生産
を行っている。日本が求める高鮮度を達成

するため、農業企業などでは受注後約16
日で日本側の通関が完了できるよう選別・
調整・出荷作業を行っている（写真２）。

（３�）全体的には生鮮品輸出が多い中国産
しょうが
23年の輸出の内訳を見ると、96.6％が
生鮮品で、その他に当たる加工品は3.4％
と少ない（図10）。加工品の内訳を見ると、
最も多いのは欧米諸国でも需要が高い乾燥
品、次いで冷凍品となっており、日本で需
要の高い酢調製品はその他に含まれる。

図９　中国産しょうが輸出量および輸出価格の推移（2021～23年）

資料：中国農業農村部への聞き取りにより機構作成
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表11　中国産しょうが輸出先上位５カ国（2021～23年）

年 輸出先上位５カ国
上位５カ国

への輸出量の合計
（万トン）

輸出量全体に占める割合
（％）

2021 １）オランダ、２）米国、３）パキスタン、４）UAE、５）マレーシア 24 52.2%

22 １）米国、２）UAE、３）オランダ、４）マレーシア、５）バングラデシュ 22 52.4%

23 １）米国、２）UAE、３）オランダ、４）マレーシア、５）サウジアラビア 17 58.6%

資料：中国農業農村部への聞き取りにより機構作成
注　：生鮮品および加工品の合計輸出量の上位５カ国。
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輸出向けの加工品比率が低い要因は、１）
主要輸出先が生鮮品需要の高い中東や東南
アジアであること、２）これまでが生鮮品
輸出主体だったため、現地資本企業などは
選別・調整などに特化していたこと－など
が挙げられる。高度加工は、日本などの輸
出先企業などの出資企業や提携企業などが
実需者のニーズに合わせて行ってきた。

（４）上昇する加工コスト
生産現場と同様、しょうが加工業でも労

働力確保が問題となっている。他産業並み
の賃金水準に合わせて労働者を呼び込まざ
るを得ないため、加工コストの過半を占め
る人件費が上昇している（表12）。山東省
の2024年のしょうが加工品１トン当たり
の加工コストを見ると、人件費は21年比
8.2％増の1850元（４万2569円）とか
なりの程度上昇した。また、工業製品など
でも多用されている段ボールなどの梱包資
材費や輸送費も上昇傾向にあり、これらの
コスト上昇が加工企業の収益低下につな

写真２　輸出先の日本の規格に合わせて選別・梱包されたしょうが（生鮮品）

図10　中国産しょうが輸出量の形態別内訳（2023年）

資料：中国農業農村部への聞き取りにより機構作成
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がっている。
雲南省の24年のしょうが加工品１トン

当たりの加工コストにおいても、人件費が
同7.9％増と上昇しており、これにより同
コストに占める人件費比率が54％台と、
山東省よりも高くなっている（表13）。
中国では、人力資源社会保障部が直轄

市・省・自治区別に最低賃金を定めており、
最も賃金が高いのは、大企業が多く進出し
て経済活動が盛んな上海市となっている。
沿海部で上海市に比較的近い山東省は第
14位で、地域の物価水準により1820 ～
2200元（４万1878 ～５万622円）、西
南 部 の 雲 南 省 は 第26位 で、1770 ～
2070元（４万728～４万7631円）と山
東省より2.8 ～ 5.9％低くなっている（表
14）。中国の最低賃金は上昇傾向にあるが、
依然として沿海部と内陸部の格差は埋まら
ない状況にある。このため、前述のとおり
農村部の若年層は、より賃金水準の高い地
域に流出する傾向があるため、雲南省のよ
うな内陸部では、人手のかかるしょうが加

工において労働力確保のために高い賃金を
示すことが求められている。賃金水準の高
い山東省でも、より労働環境の良い他産業
への労働力流出が懸念されることから、他
産業に遜色ない賃金を示さざるを得ない。
このため、人件費の上昇は今後も継続する
ことが見込まれる。

（５）しょうが輸出・加工における課題
ア�　国内価格高騰により減少する輸出量
と、輸出先における競合国産品への置
き換え
中国において野菜は、国内需要で生産量
が大きく左右される傾向があり、しょうが
も2022年の価格安を受けた減産と不作傾
向で、23年の国内価格が高騰した。国内
価格高騰により、輸出向け生鮮品も国内へ
の仕向け変更が増加し、品薄により輸出価
格も高騰したことで、東南アジアを中心に
価格の高い中国産から、安価なインド産や
タイ産といった競合国産に切り替える動き
が出ている。

表12　しょうが加工品１トン当たりの加工コスト（山東省）

項目 2021年 24年
人民元 円 コスト比率 人民元 円 コスト比率

人件費 1,710 39,347 53.2% 1,850 42,569 53.8%
包装資材費 820 18,868 25.5% 860 19,789 25.0%
輸送費 160 3,682 5.0% 170 3,912 4.9%
減価償却費 195 4,487 6.1% 200 4,602 5.8%
その他 330 7,593 10.3% 360 8,284 10.5%
合計 3,215 73,977 100.0% 3,440 79,154 100.0%
資料：企業への聞き取りにより機構作成

表13　しょうが加工品１トン当たりの加工コスト（雲南省）

項目 2021年 24年
人民元 円 コスト比率 人民元 円 コスト比率

人件費 1,650 37,967 53.7% 1,780 40,958 54.4%
包装資材費 780 17,948 25.4% 820 18,868 25.0%
輸送費 150 3,452 4.9% 160 3,682 4.9%
減価償却費 180 4,142 5.9% 185 4,257 5.6%
その他 310 7,133 10.1% 330 7,593 10.1%
合計 3,070 70,641 100.0% 3,275 75,358 100.0%
資料：企業への聞き取りにより機構作成
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国内価格は生産量次第で著しく変動する
ため、農業企業などは国内向けと輸出向け
を組み合わせているが、主要な生鮮品輸出
先である東南アジア市場で競合国産の占有
率が高まると、同市場向けへの輸出機会を
逸してしまう。逸失した輸出先を短期的に
呼び戻すことは難しく、また、過度な単一
輸出先への依存によるリスク回避のため、
輸出先のさらなる多角化が求められる。

イ�　高付加価値が見込める加工品増産の
必要性

しょうが輸出で付加価値の高い加工品
は、欧米諸国や日本向けが多いが、輸出量
全体の１割にも満たず、ほとんどは付加価
値の低い生鮮品である。
栽培や出荷コストの上昇で農業企業の収
益率が低下している輸出向け農業企業に
とって、しょうがの高付加価値化は喫緊の
課題である。このため、投資力がある一部
の農業企業や輸出企業などは、日本向け加
工輸出企業のような酢調製品、乾燥品加工
に乗り出す者も出てきた。輸出向けにおい
て、加工による高付加価値化は一部の企業

表 14　中国の直轄市・省・自治区別の最低賃金（2025年７月）
（単位：元）

順位 直轄市・省・自治区 フルタイム労働者月給 パートタイム・臨時労働者時給
第 1段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階 第 1段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階

1 上海市 2,740 25
2 深セン市 2,520 23.7
3 広東省 2,500 2,080 1,850 1,750 23.7 19.8 18.3 17.4
4 江蘇省 2,490 2,260 2,010 24 22 20
5 浙江省 2,490 2,260 2,010 24 22 20
6 北京市 2,420 26.4
7 重慶市 2,330 2,200 23 22
8 四川省 2,330 2,200 23 22
9 天津市 2,320 24.4
10 内モンゴル自治区 2,270 2,200 2,140 22.4 21.7 21.1
11 福建省 2,265 2,195 2,045 1,895 23.5 23 21.5 20
12 湖北省 2,210 1,950 1,800 22 19.5 18
13 河北省 2,200 2,000 1,800 22 20 18
14 山東省 2,200 2,010 1,820 22 20 18
15 広西チワン族自治区 2,200 2,040 1,870 22.4 20.7 19
16 陕西省 2,160 2,050 1,950 21 20 19
17 山西省 2,150 2,050 1,950 23.2 22.1 20.9
18 貴州省 2,130 1,980 1,890 22.4 20.8 19.8
19 吉林省 2,120 1,920 1,780 21 19.5 18
20 遼寧省 2,100 1,900 1,700 21 19 17
21 河南省 2,100 2,000 1,800 20.6 19.6 17.6
22 湖南省 2,100 1,900 1,700 21 19 17
23 西藏チベット自治区 2,100 20
24 黒竜江省 2,080 1,850 1,750 19 17 16.5
25 青海省 2,080 20
26 雲南省 2,070 1,920 1,770 20 19 18
27 新疆ウイグル自治区 2,070 1,890 1,750 20.7 18.9 17.5
28 安徽省 2,060 1,930 1,870 1,780 21 20 19 18
29 寧夏回族自治区 2,050 1,900 20 18
30 甘粛省 2,020 1,960 1,910 1,850 21 20.5 20 19.5
31 海南省 2,010 1,850 17.9 16.3
32 江西省 2,000 1,870 1,740 20 18.7 17.4

資料：人力資源社会保障部「省・自治区・直轄市の最低賃金基準 (2025 年 7月 1日現在 )」
注　：第１段階は都市部、第２～第４段階は郊外、農村部などの物価水準が低い地域。
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に限定されるため、より多くの企業が取り
組む、または地域内の高付加価値加工の担
い手企業に原料となる生鮮品を集約し、地
域全体で輸出向け高付加価値加工品を増産
することが求められる。

６　おわりに

日本にとって主要なしょうが輸入先であ
る中国の輸出先は、欧米、中東、東南アジ
アであり、ほとんどが生鮮品である。
2023年は中国国内の価格の高騰により輸
出量が減少し、日本向けの輸出も大幅に減
少した。
中国では、国内価格により作付面積や生
産量が変動する傾向にあり、また、主要輸
出先の需要変動や輸出競合国の作況などに
よっても輸出量は変動する可能性がある。
さらに、中国国内で需要が拡大した場合、
輸出向けのしょうがが国内に仕向けられ、
日本への輸出が減少する可能性もある。
日本のしょうが市場価格は比較的安定し
ているが、中国産しょうがの輸入量の変動
には影響を受けやすいことから、引き続き
中国のしょうがの生産や輸出動向について
注視していく必要がある。


